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１説明のため議場に出席した者の職氏名 

   広 域 連 合 長  松 田 直 久   副広域連合長  木 田 久主一 
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１議事日程（第１号） 

   第１  仮議席の指定 

第２  議長の選挙 

 

２追加議事日程（第１号） 

第１ 議席の指定 

第２ 会議録署名議員の指名 

第３ 諸般の報告 

第４ 会期の決定 

第５ 副議長の選挙 

第６ 議案第 ９ 号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合一般会 

          計歳入歳出決算認定について 

第７ 議案第１０号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高 

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 



第８ 議案第１１号 平成２２年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高 

齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 

 

１議事の経過 

 

 

午後１時３０分 開会 

 

○議会書記長（谷川佳子君） 

議会書記長の谷川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

開会に先立ちまして、本年２月に開催いたしました平成２２年第１回定例会以

降、新しく当広域連合議会議員に就任されました皆様をご紹介させていただきま

す。お席の方でよろしくお願いいたします。 

まず、津市の野口正議員でございます。（拍手） 

続きまして、四日市市の中森愼二議員でございます。（拍手） 

続きまして、伊勢市の松下裕議員でございます。（拍手） 

続きまして、松阪市の田中力議員でございます。（拍手） 

続きまして、鈴鹿市の野間芳実議員でございます。（拍手） 

続きまして、名張市の柳生大輔議員でございます。（拍手） 

続きまして、鳥羽市の坂倉紀男議員でございます。（拍手） 

続きまして、熊野市の前地林議員でございます。（拍手） 

続きまして、伊賀市の今井由輝議員でございます。（拍手） 

続きまして、東員町の山本陽一郎議員でございます。（拍手） 

続きまして、多気町の久保行男議員でございます。（拍手） 

なお、本日、ご出席いただく予定でございますが。 

 

〔議員 安田正君 入場〕 

 

亀山市の安田正議員でございます。どうぞ、お席の方へ。すみません。今、新

しく議員になられた皆様方をご紹介させていただいております。 

亀山市の安田正議員でございます。（拍手） 

以上、１２名の方々、ご紹介を終わらせていただきます。 

次に、この閉会中に広域連合議会におきまして、藤島幸子議長の任期が満了と

なっております。また、山口一成副議長からは議員辞職願が提出されておりまし

て、現在、議長職及び副議長職が空席となっております。 



したがいまして、議長が選出されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定に

より、本日の出席議員の中から年長の議員が臨時に議長の職務を行うこととなり

ます。 

本日の出席議員中、鳥羽市選出の坂倉紀男議員が年長の議員でありますので、

ご紹介申し上げます。坂倉紀男議員、議長席の方へお願いをいたします。よろし

くお願いいたします。 

 

〔臨時議長 坂倉紀男君 議長席 着席〕 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

ただいまご紹介いただきました鳥羽市選出の坂倉でございます。 

地方自治法第１０７条の規定により、臨時に議長の職務を行います。 

どうぞ、よろしくお願いをいたします。 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

ただいまの出席議員数は２６名でございます。 

よって定足数に達しておりますので、ただいまから、平成２２年第２回三重県

後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会いたします。 

なお、議案説明のため、広域連合長以下関係者の出席を求めておりますことを

ご報告いたします。 

会議に先立ち、広域連合長から招集のごあいさつがあります。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

  はい、広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

招集に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 本日は、何かとご多用の中を広域連合議会にご参集をいただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

 また、議員の皆様方には、平素から広域連合の運営につきまして、格別のご指

導、ご鞭撻をいただいております。ご支援をいただき、ありがとうございます。 

本日の定例会におきましてご審議をいただきます案件は、決算の認定が２件、

補正予算が１件でございます。よろしくご審議のほど、お願いを申し上げます。 



さて、後期高齢者医療制度につきましては、平成２５年度から新しい高齢者医

療制度のあり方について、昨年１１月から「高齢者医療制度改革会議」において

検討がすすめられて参りました。今年８月には中間とりまとめが公表されまして、

各地域で公聴会も開催されたところでございます。 

これから最終とりまとめに向けてさらなる検討が重ねられてきます。本広域連

合といたしましては、こうした動きなどに注視するとともに、関係機関や２９市

町と連携をしながら、現在の制度の円滑な運営に努めて参りたいと存じますので、

議員各位のご理解、ご協力を賜りますようにお願いを申し上げます。 

以上、はなはだ簡単でございますが、開会に当たりましてのあいさつといたし

ます。よろしくお願いいたします。（拍手） 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

ありがとうございました。 

 

 

午後１時３７分 開議 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

それでは、本日の会議を開きます。 

日程第１、仮議席の指定を行います。 

新たに選出された議員の仮議席は、ただいまご着席の席を指定いたします。 

 

 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

次に日程第２、議長の選挙を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規

定により指名推選によって行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

ご異議なしと認めます。よって、選考の方法は指名推選により行うことといた

します。 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 



お諮りいたします。指名の方法については、臨時議長において指名することに

いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

ありがとうございます。ご異議なしと認めます。よって、臨時議長において指

名することに決定いたしました。 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

本広域連合の議長に、柳生大輔議員を指名いたします。 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

お諮りいたします。ただいま、臨時議長において指名いたしました柳生大輔議

員を議長の当選人として定めることにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○臨時議長（坂倉紀男君） 

ありがとうございます。ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたし

ました柳生大輔議員が議長に当選されました。ただいま議長に当選されました柳

生大輔議員が議場におられますので、会議規則第３１条第２項の規定により告知

いたします。 

議長、就任についてご挨拶をお願いいたします。 

 

○議長（柳生大輔君） 

議長就任にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げたいと存じます。 

当議会の議長選挙は指名推選でありますが、皆様方のご信任を賜り、議長に就

任をさせていただくことが出来ました。誠にありがとうございます。心から感謝

とお礼を申し上げますと同時に光栄に感じている次第でございます。 

この後期高齢者医療広域連合議会につきましては、私自身、無知なところもご

ざいますので、皆様方の大きなご協力を賜りながら円滑な議会運営はもとより、

議長としての職責を精一杯努めさせていただく所存でございますので、どうかよ

ろしくお願い申し上げまして、議長就任のごあいさつに代えさせていただきたい

と思います。どうかよろしくお願いいたします。（拍手） 

 



○臨時議長（坂倉紀男君） 

ありがとうございました。以上をもちまして、臨時議長の職務をすべて終了い

たしました。 

それでは、柳生議長と交代いたします。皆様方のご協力、誠にありがとうござ

いました。 

暫時休憩いたします。（拍手） 

 

〔臨時議長 坂倉紀男君退席、議長 柳生大輔君 議長席 着席〕 

 

 

 

１３時４０分休憩 

 

１３時４１分再開 

 

○議長（柳生大輔君） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

それでは、ただいまから議長の職を務めさせていただきます。どうかよろしく

お願いを申し上げます。 

それでは、追加議事日程第 1 号により議事を進めます。 

 

 

 

○議長（柳生大輔君） 

日程第１、議席の指定を行います。 

議席は、会議規則第３条第１項の規定により、議長が指定いたします。 

議席は、お手元に配布いたしました議席表のとおり指定いたします。 

 

 

 

○議長（柳生大輔君） 

日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員につきましては、会議規則第１０７条の規定により、議席番号

１番、野口正議員、議席番号２番、川崎正次議員を指名いたします。 

 

 



 

○議長（柳生大輔君） 

日程第３、諸般の報告を行います。 

監査委員から報告のありました現金出納検査の結果及び平成２２年度三重県

後期高齢者医療広域連合定例監査等結果報告書については、お手元の配付のとお

りであります。 

 

 

 

○議長（柳生大輔君） 

日程第４、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日一日間にいたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日一日間と決定をいたしました。 

    

    

    

○議長（柳生大輔君） 

日程第５、副議長の選挙を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項

の規定によって、指名推選によって行いたいと思いますが、ご異議ございません

か。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は指名推選により行うことに決定いたしました。 

 

○議長（柳生大輔君） 

お諮りいたします。指名の方法につきましては、議長において指名することに

いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 



 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議長において指名することに決定いたしました。 

 

○議長（柳生大輔君） 

本広域連合の副議長に、山本陽一郎議員を指名いたします。 

 

○議長（柳生大輔君） 

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました山本陽一郎議員を

副議長の当選人として定めることにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました山本陽一郎議員が

副議長に当選されました。 

ただいま副議長に当選されました山本陽一郎議員が議場におられますので、会

議規則第３１条第２項の規定により告知いたします。 

副議長、就任についてご挨拶をお願いいたします。 

 

○副議長（山本陽一郎君） 

私共、この国、この社会は今、激動する国際情勢の中で翻弄され、そして、混

乱する国政の中で大変厳しい閉塞感に包まれているようでございます。そして、

この国、この社会は今、大変な少子高齢化社会ということでございます。これか

らの時代を担う子ども達が激減している。そして、長寿社会の中で私どものよう

な高齢者が激増しております。 

この厳しい時代にあって、ただいま本議会の副議長の大役を仰せつかりました

東員町議会の山本でございます。もとより浅学非才の身であります。居並ぶ皆様

方のご理解とご指導をいただく中で、この三重県の後期高齢者医療制度の運営に

ついて、そして、これからの制度改革について、松田連合長をはじめ、私共、議

会の柳生議長共々、真摯に活動して参りたいとこのようにお誓いをさせていただ

きながら、本議会の副議長の就任のごあいさつとさせていただきます。どうもあ

りがとうございました。（拍手） 

 



○議長（柳生大輔君） 

ありがとうございました。 

 

 

 

○議長（柳生大輔君） 

日程第６、議案第９号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合一般会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

議長。 

 

○議長（柳生大輔君） 

広域連合長。 

 

 

○広域連合長（松田直久君） 

議案第９号、平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決

算認定につきましては、地方自治法第２３３条第１項の規定に基づき調製し、同

条第２項の規定により監査委員の審査に付しましたところ、決算審査意見書の提

出がありましたので、同条第３項の規定により、議会の認定をいただくものであ

ります。 

決算の概要といたしましては、予算額１億９千３０万８千円に対し、収入済額

１億９千３５万２千２５４円、支出済額１億８千５５０万４千５７７円、翌年度

繰越額０円、差引残高４８４万７千６７７円であります。 

監査委員よりいただきました決算審査意見書１４ページのまとめにもありま

すとおり、制度施行にあたっては、引き続き所得の低いかたに対する保険料の軽

減割合の拡大など、制度の見直しや円滑な運営のための施策が実施されていると

ころでございます。政府は平成２５年度から新しい高齢者医療制度に移行するこ

ととしており、広域連合においては、制度改正の動きなどに注視し、情報の収集

や周知に努めるとともに、関係機関等と連携を図り安心して医療が受けられるよ

う円滑な財政運営に努めて参ります。 

なお、詳細につきましては、会計管理者より説明をいたします。 

 

○会計管理者（大西一治君） 



議長。 

 

○議長（柳生大輔君） 

会計管理者。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

失礼します。それでは、資料番号⑤の一般会計歳入歳出決算書及び資料番号⑧

の歳入歳出決算説明資料の１ページ、一般会計歳入歳出決算事項別明細書により

まして、ご説明をさせていただきます。 

初めに歳入でございます。説明資料の２ページ・３ページをお願いをいたしま

す。 

第１款、分担金及び負担金、これは県内関係市町の負担金で、予算現額１億５

千９１１万５千円に対しまして、調定額、収入済額とも１億５千９１１万５千円

でございます。 

第２款、国庫支出金、これは保険料不均一賦課に係る国庫負担金３３４万４千

６１０円、医療費適正化対策事業に係る国庫補助金２０万４千円でございます。 

予算現額３５４万９千円に対しまして、調定額、収入済額とも３５４万８千６

１０円でございます。 

第３款、県支出金、これは保険料不均一賦課に係る県負担金で、予算現額３３

４万５千円に対しまして、調定額、収入済額とも３３４万４千６１０円でござい

ます。 

第４款、財産収入、これは財政調整基金の利子収入で、予算現額１４万円に対

しまして、調定額、収入済額とも９万９千７１９円でございます。 

第５款、繰入金、これは財政調整基金の繰入金で、予算現額１千３３８万８千

円に対しまして、調定額、収入済額とも１千３３８万７千５００円でございます。 

第６款、繰越金、これは平成２０年度からの繰越金で予算現額１千５０万６千

円に対しまして、調定額、収入済額とも１千５０万６千５５６円でございます。 

４ページ・５ページをお願いいたします。 

第７款、諸収入、この主なものといたしましては、預金利子の３２万９千５９

５円でございます。 

予算現額２６万５千円に対しまして、調定額、収入済額とも３５万２５９円で

ございます。 

以上、一般会計の歳入合計は予算現額１億９千３０万８千円に対しまして、調

定額、収入済額とも１億９千３５万２千２５４円でございまして、１００％の収

入率となっております。 

６ページ・７ページをお願いをいたします。続きまして、歳出でございます。 



第１款、議会費は予算現額８４万９千円に対しまして、支出済額５８万５千２

６０円、不用額は２６万３千７４０円、執行率は６８．９％でございます。 

これは、２１年第１回臨時会と第２回定例会、本年２月に開催いたしました平

成２２年第１回定例会にかかる報酬や旅費、並びに会場使用料でございます。 

不用額の主なものといたしましては、連合議会の議員さんが欠席されたことに

伴います報酬及び議員旅費の残でございます。旅費の残につきましては、公用車

をご利用された場合に、交通費相当分を支給しないため生じたものでございます。 

第２款、総務費は予算現額１億６千８８８万１千円に対しまして、支出済額１

億６千４８４万２千５９６円、不用額は４０３万８千４０４円、執行率は９７．

６％でございます。 

第１項、総務管理費の支出の主なものでございますが、給料は、会計管理者の

給料、３５４万円でございます。職員手当等は、会計管理者の諸手当のほか、広

域連合職員の時間外勤務手当、１千３１９万８千４７０円でございます。報償費

は、三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会の委員報償で２２万２千円でござ

います。平成２１年度の運営協議会は４回開催されております。旅費は、８０万

６千６５０円でございまして、運営協議会委員さんの旅費及び国で開催されます

全国会議などにかかる職員の普通旅費でございます。需用費は、１３５万９千４

２４円でございまして、事務局で使用いたしますコピー用紙などの消耗品費や印

刷製本費などでございます。役務費は、７８万９千５５４円でございまして、事

務局の電話回線使用料などでございます。委託料は、１５４万９千６３２円でご

ざいまして、財務会計システムの保守点検委託料などでございます。使用料及び

賃借料は、９００万１千４０２円でございます。その内訳は、事務所の借上料３

１７万４千４４４円、事務処理機器の借上料といたしまして、４６８万５千４５

８円などでございます。備品購入費は、１０万２７５円の支出で、公印等を購入

いたしました。負担金、補助及び交付金は、１億２千６１０万１千７２８円でご

ざいます。広域連合へ派遣されております市町職員の人件費負担金１億２千３６

２万４千２６３円や事務所の光熱給水費負担金２３５万４千４９４円などでご

ざいます。積立金は、財政調整基金への積立金５３５万２千９９７円の支出でご

ざいます。 

第２項、選挙費といたしまして９万７千３６０円の支出でございます。 

８ページ・９ページをお願いいたします。 

第３項、監査委員費といたしましては２０万７千７５０円の支出でございます。 

第３款、民生費は予算現額２千７万８千円に対しまして、支出済額２千７万６

千７２１円でございまして、不用額は１千２７９円でございます。 

内訳といたしましては、特別会計への繰出金といたしまして、サーバー機器購

入のための繰出金１千３３８万７千５００円、保険料不均一賦課繰出金、度会町



さんの分でございますが、６６８万９千２２１円でございます。 

第４款の予備費でございますが、予算現額５０万円に対しまして、執行はござ

いませんでした。 

以上、一般会計の歳出合計は、予算現額１億９千３０万８千円に対しまして、

支出済額１億８千５５０万４千５７７円、執行率は９７．５％、不用額は４８０

万３千４２３円でございます。 

１０ページをお願いをいたします。実質収支に関する調書でございます。 

歳入総額１億９千３５万２千２５４円に対しまして、歳出総額１億８千５５０

万４千５７７円、歳入歳出差引額４８４万７千６７７円、実質収支の額も同額の

４８４万７千６７７円となっております。 

２８ページをお願いをいたします。財産に関する調書でございます。 

基金の内訳でございますが、平成２１年度末現在、財政調整基金が４千２０９

万２千１００円、後期高齢者医療制度臨時特例基金が１６億１千１４９万５千５

９４円、後期高齢者医療事業運営基金は１５億６千７３０万５千９３５円となっ

ております。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたしま

す。 

  

○議長（柳生大輔君） 

説明が終わりました。本案についての質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

    

○議長（柳生大輔君） 

質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

 

○議長（柳生大輔君） 

討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

これより採決を行います。議案第９号について、原案のとおり認定することに

ご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕    

 



○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第９号は、原案のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 

 

○議長（柳生大輔君） 

日程第７、議案第１０号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

議長。 

 

○議長（柳生大輔君） 

はい。広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

議案第１０号、平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定につきましては、一般会計と同様に地方自治法第２３３

条第１項の規定に基づき調製し、同条第２項の規定により監査委員の審査に付し

ましたところ、決算審査意見書の提出がありましたので、同条第３項の規定によ

り、議会の認定をいただくものであります。 

決算の概要といたしましては、予算現額１千６２８億２千７３０万３千円に対

し、収入済額１千６１９億７千３万５千２３５円、支出済額１千５９１億３千６

４万７千８２１円、翌年度繰越額０円、差引残額２８億３千９３８万７千４１４

円であります。 

監査委員よりいただきました決算等審査意見書の２６ページのまとめにもあ

りますとおり、被保険者からの保険料については、各市町支出金の保険料等負担

金で広域連合会計上の収入率は１００％となっておりますが市町別の保険料収

納率は９９.０７％となっており、市町で実施されます納付指導や時効管理など

に対しまして、関係機関の協力のもと連携を密にして収納率の向上に取り組んで

参ります。 

また、健診事業につきましては、受診率が昨年より６.３ポイント上昇し、全

国でも高順位となっているものの、目標値を下回っていることから、被保険者に

対し情報提供を行うなど、さらなる健診事業の推進に努め受診率の向上を図って



参ります。 

詳細につきましては、会計管理者より説明をいたします。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

議長。 

   

○議長（柳生大輔君） 

会計管理者。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

それでは、資料番号⑥特別会計歳入歳出決算書及び資料番号⑧歳入歳出決算説

明資料１１ページの特別会計歳入歳出決算事項別明細書によりまして、ご説明さ

せていただきます。 

初めに歳入でございます。説明資料の１２ページ・１３ページをお願いいたし

ます。 

第１款、市町支出金、これは県内関係市町の負担金で、事務費等負担金６億５

千７３９万１千円、保険料等負担金１３７億３千５６０万１千７９８円、療養給

付費負担金１２３億４千７０４万８千９１０円でございます。予算現額２６９億

４２３万２千円に対しまして、調定額、収入済額とも２６７億４千４万１千７０

８円でございます。 

第２款、国庫支出金、これは医療給付費に対する国の負担分といたしまして療

養給付費負担金３７０億８千３３１万４千１９７円、高額医療費負担金４億４５

９万５９７円、国庫補助金といたしまして調整交付金１３８億３７８万円のほか、

健診事業費補助金８千６３３万８千円、高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金

１３億８千８１７万７千１８１円、特別高額医療費共同事業補助金１千６６万３

千１４５円、高齢者医療制度円滑運営事業補助金２千８１５万９千６２２円でご

ざいます。予算現額５２３億１千１７万９千円に対しまして、調定額、収入済額

とも５２８億５０２万２千７４２円でございます。 

１４ページ・１５ページをお願いいたします。 

第３款、県支出金、これは医療給付費に対する県の負担分といたしまして療養

給付費負担金１２２億３千４４万７０９円、高額医療費負担金４億４５９万５９

７円のほか、県委託金６５万９千４００円でございます。予算現額１２８億２千

２５４万６千円に対しまして、調定額、収入済額とも１２６億３千５６９万７０

６円でございます。 

第４款、支払基金交付金、これは医療給付費に対する社会保険診療報酬支払基

金からの交付金でございます。予算現額６６１億９千７１５万４千円に対しまし



て、調定額、収入済額とも６５１億５千４８９万円でございます。 

第５款、特別高額医療費共同事業交付金、これはレセプト１件当たり４００万

円を超える医療費のうち、２００万円を越える部分についての財政調整分が広域

連合に交付されるものでございまして、予算現額１千８８７万９千円に対し、調

定額、収入済額とも２千１７０万３千９８８円でございます。 

第６款、繰入金、これは一般会計からの繰入金２千７万６千７２１円と後期高

齢者医療制度臨時特例基金繰入金１０億８千５８０万４３０円でございます。 

予算現額１１億９千４１４万３千円に対し、調定額、収入済額とも１１億５８

７万７千１５１円でございます。 

１６ページ・１７ページをお願いいたします。 

第７款、繰越金、これは前年度からの繰越金３２億４千１８５万１千４６円で

ございまして、前年度比較で皆増となっております。 

第８款、県財政安定化基金借入金、これは医療給付費の増加や、保険料の未納

によります財政不足に対応するために財政安定化基金より貸付が行われるもの

でございますが、平成２１年度につきましては実績がございませんでした。 

第９款、諸収入でございます。次のページにまたがりますが、その主なものと

いたしまして、預金利子４千２０６万８千７３１円、第三者納付金１億９千４７

７万５千４４８円、返納金２千６９６万３千５７９円などでございます。 

予算現額１億３千７８１万８千円に対しまして、調定額、収入済額とも２億６

千４４８万６千５１８円でございます。 

１８ページ・１９ページをお願いいたします。 

第１０款、財産収入、これは後期高齢者医療制度臨時特例基金の利子収入でご

ざいます。予算現額５０万円に対し、調定額、収入済額とも４７万１千３７６円

でございます。 

以上、特別会計の歳入合計は、予算現額１千６２８億２千７３０万３千円に対

しまして、調定額、収入済額とも１千６１９億７千３万５千２３５円でございま

して、１００％の収入率となっております。 

２０ページ・２１ページをお願いいたします。続きまして、歳出でございます。 

第１款、総務費でございます。予算現額３６億６千１４０万３千円に対しまし

て、支出済額３６億５６４万８千１３２円、不用額は５千５７５万４千８６８円、

執行率は９８．５％となっております。支出の主なものといたしましては、役務

費で通信運搬費といたしまして被保険者証郵送料７千３２４万５千４９０円、療

養費等支給決定郵送料１千１０７万２千９１０円、後期高齢者健康診査の受診券

郵送料１千７６４万６千４９円のほか、制度周知のための新聞による広告費４７

９万４１４円などとなっております。委託料では、広域連合および２９市町に設

置しております標準システムにかかる電算処理システムの保守・管理委託料５千



４８２万５００円のほか、レセプト管理事務委託料６千７０９万２千７９４円な

どとなっております。使用料及び賃借料では、広域連合および２９市町に設置し

ております標準システムにかかる電算機器の賃貸借料及びシステムサービス利

用料１億６４万９４０円でございます。備品購入費では、電算処理システムサー

バー機の購入費が２千８９８万円となっております。負担金、補助及び交付金で

は、特定健康診査データ管理事務費２千４９７万６６８円、市町実施の人間ドッ

ク等の保健事業や後期高齢者医療制度の広報・説明会などの経費に対する各市町

への特別対策補助金５２０万３千５７６円などでございます。積立金では、後期

高齢者医療制度臨時特例基金への積立金１３億８千８６４万８千５５７円、事業

運営基金積立金１５億６千７３０万５千９３５円でございます。不用額の主なも

のといたしましては、役務費では、通信運搬費の残３千４０１万８千２０６円、

委託料では電算処理システム委託料の残１千７１９万６千３８１円、レセプト管

理事務委託料の残４２１万１千２５５円などでございます。 

第２款、医療給付費でございます。予算現額１千５６９億７千４８１万６千円

に対しまして、支出済額１千５３５億１千１２２万７千３４円、不用額は３４億

６千３５８万８千９６６円、執行率は９７．８％となっております。 

第１項、療養諸費のうち、支出の主なものとなっておりますのが、第１目、療

養給付費等でございまして、医療機関への支払として１千４９８億９千７５万３

千２４３円となっております。 

第２目の療養費は、柔整、針灸マッサージ、補装具等の支給分でございまして、

１１億８千３００万８千３４２円となっております。 

次の第３目の移送費につきましては、実績はございませんでした。 

第４目の審査支払手数料は、レセプトの審査にかかる手数料でございまして、

４億７千７１５万７千７８６円となっております。 

第２項、高額療養諸費のうち、第１目の高額療養諸費１３億３千７４０万７千

６６３円につきましては、１ヶ月あたりの自己負担限度額を超えた分を被保険者

へ振り込みするものでございます。 

第２目の高額介護合算療養費の実績はございませんでした。 

２２ページ・２３ページをお願いいたします。 

第３項、その他医療給付費は、第１目、葬祭諸費６億２千２９０万円でござい

ます。不用額は２千２５０万円、執行率は９６．５％となっております。 

第３款、県財政安定化基金拠出金は、予算現額１億６千４１８万５千円に対し

まして、支出済額１億６千４１８万４千５５円、不用額は９４５円となっており

ます。これにつきましては、後期高齢者医療制度の財政の安定化を図るために県

に基金が設置されておりまして、国、県、広域連合の三者で拠出するものでござ

います。 



第４款、特別高額医療費共同事業拠出金は、予算現額１千９０１万７千円に対

しまして、支出済額１千６７４万６千３２６円、不用額は２２７万６７４円、執

行率は８８．１％となっております。これにつきましては、レセプト１件当たり

４００万円を超える医療費の２００万円を超える部分につきまして、平成２０年

度の実績に応じて拠出するものでございます。 

第５款、保健事業費は、予算現額５億１千３４２万７千円に対しまして、支出

済額３億８千６０８万６３２円、不用額は１億２千７３４万６千３６８円、執行

率は７５．２％となっております。これにつきましては、健康診査と無医地区へ

の保健事業の費用でございます。不用額の主なものといたしましては、健康診査

事業の残でございまして、健康診査事業に関する医療機関への委託料の残でござ

います。 

第６款、公債費につきましては、予算現額６２５万円に対しまして、執行はご

ざいませんでした。 

２４ページ・２５ページをお願いいたします。 

第７款、諸支出金につきましては、予算現額１４億５千４２０万５千円に対し

まして、支出済額１４億４千６７６万１千６４２円、不用額は７４４万３千３５

８円、執行率は９９．５％となっております。 

第２項、保険料還付金につきましては、過年度保険料還付金の市町への返還金

といたしまして、６０３万７千８１６円でございます。 

第３項、償還金のうち、支出の主なものといたしましては、社会保険診療報酬

支払基金返納金７億５千５５８万６千５９１円、療養給付費負担金の精算額返還

金６億７千７２０万３千９９９円でございます。 

第４項、高額療養費特別支給金は、３８５万２千１７０円でございます。 

第８款、予備費につきましては、予算現額３千４００万円に対しまして、執行

はございませんでした。 

以上、特別会計の歳出合計は、予算現額１千６２８億２千７３０万３千円に対

しまして、支出済額は１千５９１億３千６４万７千８２１円、執行率は９７．７％、

不用額は３６億９千６６５万５千１７９円となっております。 

２６ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総

額１千６１９億７千３万５千２３５円に対しまして、歳出総額１千５９１億３千

６４万７千８２１円、歳入歳出差引額２８億３千９３８万７千４１４円、実質収

支額も同じく２８億３千９３８万７千４１４円となっております。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたしま

す。 

 

○議長（柳生大輔君） 



説明が終わりました。本案についての質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（柳生大輔君） 

質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（柳生大輔君） 

討論なしと認めます。これをもちまして討論を終わります。 

これより採決を行います。議案第１０号について、原案のとおり認定すること

にご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

    

○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。よって、議案第１０号は、原案のとおり認定すること

に決定いたしました。 

 

 

 

○議長（柳生大輔君） 

日程第８、議案第１１号 平成２２年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

議長。 

 

○議長（柳生大輔君） 

広域連合長。 

 

 

○広域連合長（松田直久君） 



議案第１１号、平成２２年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算について補正しようとするもので、

歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９億６千９４９万１千円を追加し、

補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１千６６５億８千６４９万1千

円とするものであります。 

詳細につきましては、事務局長より説明をいたします。 

 

○事務局長 

議長。 

 

○議長（柳生大輔君） 

はい、事務局長。 

 

○事務局長 

議案第１１号、平成２２年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）の詳細につきまして、ご説明をさせていただきます。 

資料番号⑨の８ページ・９ページをお願いいたします。まずは、歳入でござい

ます。 

第４款、支払基金交付金、第１項、支払基金交付金、第１目、後期高齢者交付

金は、５億９千５４３万８千円の減額でございます。これは、平成２１年度の支

払基金交付金が確定しましたことから、精算金充当による交付金の減額分でござ

います。 

第８款、繰越金、第１項、繰越金、第１目、繰越金は、１５億６千４９２万９

千円の増額でございます。これは、平成２１年度の国庫支出金等が確定しました

ことから、その精算による返還金でございます。その内訳でございますが、平成

２１年度国庫負担金療養給付費の精算による返還金、８億７千７８１万９千３１

１円、平成２１年度国庫補助金健康診査費補助金の精算による返還金、７７５万

４千円、平成２１年度県負担金療養給付費の精算による返還金、８千３９１万７

千４７６円、平成２１年度支払基金交付金の精算による財源充当分、５億９千５

４３万７千５６４円となっております。 

１０ページ・１１ページをお願いをいたします。次に、歳出でございます。 

第２款、医療給付費、第１項、療養諸費、第１目、療養給付費等は、医療費交

付金５億９千５４３万８千円に、先ほど歳入でご説明をさせていただきました平

成２１年度支払基金交付金の精算による財源充当分をもちまして財源更正を行

うものでございます。したがいまして、補正額の増減はございません。 

第７款、諸支出金、第１項、償還金及び還付加算金、第３目、償還金は、９億



６千９４９万１千円の増額でございます。こちらにつきましても、歳入のところ

でご説明させていただきました国庫支出金等の返還金でございまして、その内訳

は、療養給付費返還金８億７千７８１万９千３１１円、健康診査費補助金返還金

７７５万４千円、療養給付費返還金が８千３９１万７千４７６円を合計した額と

なっております。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いをいたし

ます。 

 

○議長（柳生大輔君） 

説明が終わりました。本案についての質疑を行います。質疑はございませんか。 

 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

    

○議長（柳生大輔君） 

質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

    

○議長（柳生大輔君） 

討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

これより採決を行います。議案第１１号について、原案のとおり可決すること

にご異議ございませんか。 

    

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

    

○議長（柳生大輔君） 

ご異議なしと認めます。よって、議案第１１号は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

 

 

○議長 

以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。これにて、会議を閉じます。 

平成２２年第２回三重県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉会いたしま

す。ご苦労様でした。 



 

午後２時２５分 閉会 


